
令和６年２月１９日
土岐川・庄内川流域治水協議会

資料２

土岐川・庄内川流域治水協議会は持続可能な開発目標（SDGｓ）を支援しています。

気候変動を踏まえた新たな取組の方向性



気候変動の影響に伴う流域の水害リスクの増大に対し、「庄内川水系流
域治水プロジェクト」をアップデートし、流域の安全・安心と持続的な発展を
目指し、流域治水対策を強化・推進します。
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取組の主要事例
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気候変動を踏まえた新たな取組の方向性 【多治見市】

○気候変動に伴う水害リスクの増大に備え、これまでの「庄内川水系流域治水プロジェクト」に基づく取組に加え、主に

「雨水出水浸水想定区域図や立地適正化計画における防災指針の策定」を新たに取り組んでいく予定です。

○また、引き続き協議会構成員・オブザーバーが一丸となって『河川や流域での対策』や『流域治水への理解や参画を促

す取組』を継続的に推進していくことにより、流域の安全・安心と持続的発展を目指します。

※具体の事業計画（・取組内容）等については、実現（・実践）に向けて検討してまいります。

〇土岐川の河道掘削に合わせ、更なる治水安全度向上を目指し、ため池等既存施設の
活用等の対策を検討

〇民間企業の水防協力団体の新規指定
令和５年度末 を水防協力団体として指定予定

※全国水防管理団体連合会HPより

【予定される活動内容】
・平時における店舗への水防に関するポス
ターやパンフレットの掲示
・災害時における水防活動中の団員への
物資の供給
・災害時における施設等の使用

〇雨水出水浸水想定区域図の作成

〇立地適正化計画における防災指針の策定（令和5年度末公表予定）
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気候変動を踏まえた新たな取組の方向性 【土岐市】

○これまでの「庄内川水系流域治水プロジェクト」に基づく取組を継続するとともに、気候変動に伴う水害リスクの増大

に備え、新たに河川監視カメラの設置に取り組みます。

○また、引き続き協議会構成員・オブザーバーが一丸となって『河川や流域での対策』や『流域治水への理解や参画を促

す取組』を継続的に推進していくことにより、流域の安全・安心と持続的発展を目指します。

河川監視カメラの設置により、河川の水位をいち早く把握し、洪水被害の軽減・人命救助に繋げる。

※具体的な事業計画については、実現に向けて検討してまいります。

・支流への逆流を防ぐ樋門の設置箇所付近

・過去に越水したことのある
危険な箇所

・周囲への越水を防ぐ陸閘の
設置箇所付近

・設置予定箇所のイメージ
概要
・洪水危険箇所、洪水脆弱地区の河川をリアルタイムで監視することで、
水位の急激な上昇に対し、迅速かつ的確な避難指示、警戒情報等の情
報発信を行うことができるようになる。

・河川の映像の配信により、市民が自主的に、水害対応・早期避難行動
を起こすことができるようになる。

計画の概要
令和６年度から７年度に、河川監視カメラの設置を検討している。

期待される効果
・河川映像の配信で、市民は早期避難行動に必要な情報を、いつでも
安全な場所で取得することができる。

・水防態勢時にも、安全な場所で遠隔から監視でき、職員の身の安全を
確保しながら対応することができる。

・樋門、陸閘の開閉判断を、現場職員の目視だけでなく、遠隔からも多く
の目で判断が可能となる。

・非常時のみならず平常時においても、河川流況や河川管理施設等の
状況を確認できる。

設置予定箇所
監視カメラの効果を最大限発揮できるように、監視エリアを選定
・洪水危険箇所、洪水脆弱地区（過去の情報・データから）
・支流への逆流を防ぐ樋門の設置箇所付近
・越水を防ぐ陸閘の設置箇所付近



4

気候変動を踏まえた新たな取組の方向性 【春日井市】

○気候変動に伴う水害リスクの増大に備え、これまでの「庄内川水系流域治水プロジェクト」に基づく取組に加え、主に

「雨水貯留施設の充実」を重点的に取り組んでいく予定です。

○10年確率降雨（63mm/hr）に気候変動による降雨量変化倍率1.1倍を考慮した雨水流出量に対しても内水浸水被害の発

生しない整備を目指すとともに、河川への負担軽減も図れるよう雨水貯留施設の整備を進めてまいります。

★

南部ポンプ場

松河戸調整池

松河戸雨水1号幹線

8,000㎥ → 16,000㎥

℗

名二環 松河戸IC

予定地

至 清洲

名古屋市守山区



気候変動を踏まえた新たな取組の方向性 【犬山市】

○犬山市では、上流域の役割として下流域への流出負担軽減対策及び内水被害軽減対策として

「五ヶ村排水区（調整池・排水路）の整備」を重点的に取り組んでいく予定です。

【事業概要】

・排水区の下流部では、近年の豪雨により道路冠水や工場浸水が発生しているため、雨水対策事業を実施しています。

・事業内容は、下流域への流域水害対策として行う調整池整備と、市内の冠水対策として行う既存

排水路の拡幅です。

・調整池の吐口では河川への放流量を現況の半分程度まで抑制し、河川への負担を抑えることで下流域への

負担を軽減することができます。

・令和４年度より調整池整備に着手しており令和５年度発注工事にて完成予定です。その後、排水路の改修を進めていく

計画としています。

五ヶ村調整池諸元
面積 1.2  ha
容積 3.4万m3
計画降雨 1/5年確率 52㎜/h

五ヶ村排水区

調整池
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気候変動を踏まえた新たな取組の方向性 【犬山市】

【概要】

・気候変動に伴う水害リスクの増大に備え、住民への水害対

策支援（土のうの事前配布）を行い、個人や世帯単位の

水害対策を手助けする施策により、対策しています。市民へは、

広報紙を通し周知しました。

・各世帯への土のう配布は、物理的な水害対策はもちろん、受け

取った市民が、災害に対し危機感を持つきっかけにもなります。

毎年繰り返し行うことで、地域住民の意識向上に伴う、地域防

災力の向上を目指します。

・配布する土のうは市職員により作成しています。職員自身も土

のうの取り扱いに慣れるため職員訓練として実施していま

す。令和５年５月に実施した土のう作成訓練では、約2,000袋を

作成しました。

R１年度 ➡ 2,008袋

R２年度 ➡ 1,810袋

R３年度 ➡ 3,486袋

R４年度 ➡ 2,020袋

R５年度 ➡ 2,000袋（現時点の概数）

実績

出水期前（５月中旬～５月下旬）

台風シーズン前（８月中旬～８月下旬） に配布予定

今後の予定

○「住民への水害対策支援（土のうの事前配布）」
を新たに流域治水プロジェクト2.0に位置付します。
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気候変動を踏まえた新たな取組の方向性 【江南市】

○気候変動に伴う水害リスクの増大に備え、これまでの「庄内川水系流域治水プロジェクト」に基づく取組に加え、主に

「雨水貯留浸透施設」を重点的に取り組んでいく予定です。

○また、引き続き協議会構成員・オブザーバーが一丸となって『河川や流域での対策』や『流域治水への理解や参画を促

す取組』を継続的に推進していくことにより、流域の安全・安心と持続的発展を目指します。

１．現状
江南市は、平成初期の頃から雨水貯留
施設の整備を始め、現在は17施設を管
理しており、貯留容量は約5万1千㎥で
その内、庄内川水系は15施設、貯留容
量は約4万4千㎥となっている。
（※7箇所は学校グラウンドに設置）
令和5年度からは、県立古知野高等学
校雨水貯留設置工事に着手し、令和7年
度の完了に向け、順次、進めている。

〈江南市立北部中学校〉
貯留量 3,000㎥
施工年度 平成25年～平成26年度

対策前：約49㎝ 対策後：約20㎝

２．県立古知野高等学校雨水貯留設置工事

・工事概要
貯留量 4,080㎥
・施工年度
令和5年度～令和7年度
・施工スキーム
令和5年度 雨水貯留施設設置工事
令和6年度 雨水流入管布設工事

（第1工区・第2工区）
排水ポンプ設置工事

令和7年度 雨水流入管布設工事
（第3工区・第4工区）
上部整備工事

〈浸水被害状況〉

〈整備効果（想定）〉

３．整備効果

古知野高等学校
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○気候変動に伴う水害リスクの増大に備え、これまでの「庄内川水系流域治水プロジェクト」に基づく取組に加え、主に

「雨水貯留施設の充実」を重点的に取り組んでいく予定です。

○また、引き続き協議会構成員・オブザーバーが一丸となって『河川や流域での対策』や『流域治水への理解や参画を促

す取組』を継続的に推進していくことにより、流域の安全・安心と持続的発展を目指します。

※具体の事業計画等については、実現に向けて検討してまいります。

市民と力を合わせた流域治水

R5稲沢まつりの様子

雨水貯留施設の整備

市民と力を合わせた「流
域治水」の取り組みを進
めるため、ＳＮＳや市イ
ベントでの啓発活動の充
実に取り組みます。

赤池調整池

下津小学校

校庭貯留のイメージ

気候変動を踏まえた新たな取組の方向性 【稲沢市】
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気候変動を踏まえた新たな取組の方向性 【清須市】

○気候変動に伴う水害リスクの増大に備え、これまでの「庄内川水系流域治水プロジェクト」に基づく取組に加え、主に

「ワンコイン浸水センサ」を新たに取り組んでいく予定です。

※具体の事業計画等については、実現に向けて検討してまいります。

春日第二排水機場

中沼ポンプ付近

パロマ南側付近

新清洲駅西側付近

北中野公園東側付近

横町ポンプ付近

下河原ポンプ場付近
リバーランド付近

春日排水機場

ワンコイン浸水センサ
実証実験設置箇所図

凡例
：浸水把握必要エリア

尾関医院付近
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気候変動を踏まえた新たな取組の方向性 【清須市】

○気候変動に伴う水害リスクの増大に備え、これまでの「庄内川水系流域治水プロジェクト」に基づく取組に加え、主に

「ワンコイン浸水センサ」を新たに取り組んでいく予定です。

※具体の事業計画等については、実現に向けて検討してまいります。

設置箇所写真

春日第二排水機場中沼ポンプ付近 パロマ南側付近 新清洲駅西側付近

尾関医院付近北中野公園東側付近横町ポンプ付近 下河原ポンプ場付近 リバーランド付近

春日排水機場



狭窄部対策
（河床掘削
・河道拡幅）

※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、今後河川整備計画変更の過程でより具体的な対策内容を検討してまいります。11

気候変動を踏まえた新たな取組の方向性 【国（庄内川河川事務所）】

○気候変動に伴う水害リスク増大に備え､これまでの庄内川水系流域治水プロジェクトに基づく対策を最大限加速化①させる
とともに、気候変動を踏まえた河川整備計画へ見直し②を図ることで、より一層対策に取り組んでいく予定です。

○上記の取組に加えて、引き続き、『河川や流域での対策』や『流域治水への理解や参画を促す取組』について、
協議会構成員･オブザーバーが一丸となり継続的に推進していくことで、流域の安全･安心と持続的発展を目指します。

気候変動により目減りする治水安全度を、新たな治水対策
※
の実施により維持・向上を図ります。

（さらなる堤防整備・河道掘削、流域の貯留・遊水機能の活用、越水に対して粘り強い河川堤防等の検討）

ソフト：内外水統合型水害リスク情報の整備

【水害リスク情報】

庄内川流域治水協議会を
通じ、各管理者と連携して
R6年度に策定予定。
水害リスク情報の認知と
リスクを踏まえた流域治水対
策の強化を目指します。

※イメージ
国管理河川の氾濫のみ考慮
した水害リスクマップ（策定済）
R6に内水情報を統合予定

【河道掘削】 R6年度より河床掘削に着手予定。詳細な
調査を踏まえて河道拡幅の早期着工を目指します。

渓谷部入口の掘削イメージ

【堤防整備】
春日井市上条地区の堤防
は、断面が不足し、洪水時に
決壊等のリスクが高いため、
平成26年度から堤防整備を
実施。５か年加速化対策に
よりR７年度に完成予定。【排水機場整備、河道整備、橋梁改築】

庄内川水系八田川・地蔵川では、H23浸水被害の発
生を踏まえ、愛知県が床上浸水対策特別緊急事業を
実施し、地蔵川排水機場がR5年5月に完成。
完成翌月のR5年6月大雨で早速、治水効果を発揮。

庄内川水系八田川
H23年9月洪水の越水被害

完了した対策が効果を発揮

＜治水対策の効果＞ ＜治水対策の加速化＞
加速化による早期完成

【橋梁架替､堤防整備､河道掘削】
R5年11月に県道橋の仮橋への切替完了。
引き続き、治水安全度早期向上のため、
県・市・JR東海と緊密に連携して取組みます。

枇杷島地区下流の
河道掘削を推進

さらなる事業の推進

加速化による新規着手

多治見市

春日井市

ハード：防災・減災、国土強靭化のための３か年緊急対策・５か年加速化対策等

②気候変動を踏まえた河川整備計画への見直し

①庄内川水系流域治水プロジェクトに基づく対策の加速化

R5年5月地蔵川排水機場完成

←

・箱書の骨格部分に下線①②を追記
・ポンチ絵に①②に対応する中見出しを追加

清須市

名古屋市

春日井市 春日井市

←

・ハードとソフトを明示
・「令和」「
・
・「市町村名」を明示
⇒
・完成年次、予定年次などを赤字で統一的に表現

⇒
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気候変動を踏まえた新たな取組の方向性（情報提供）【中部電力】

○気候変動に伴う水害リスクの増大に備え、これまでの「庄内川水系流域治水プロジェクト」に基づく取組に加え、主に

「水道自動検針を活用した浸水エリア推定」を新たに取り組んでいく予定です。

水道自動検針を活用した浸水エリア推定について（情報提供）

（１）ハザードマップの被害想定エリアに電力スマートメーター（電力ＳＭ）を活用した水道自動検針を導入

電子式水道計器

通信端末
（防水型）

電力SM

通信影響等を判断して
その場所の浸水「可能性」
を判定

水道桝

■通常時は自動検針を実施 ■災害時は浸水を把握

（２）マッピング（地図上のプロット）により浸水エリアを推定

広域的な浸水被害
と判断

個々に水道桝が水没
（水はけが悪い場所）と判断

：浸水なし

：浸水可能性

（補足）自動検針用の通信端末を活用し、浸水センサーの設置も可能

■自動検針（業務の効率化等）＋浸水エリア把握（防災対策等）を１石２鳥で実施

※ 国土交通省「ワンコイン浸水センサ実証」へ新規参画するパートナーを募集中

電池消耗の小さい近距離通信
であるため、浸水可能性を
頻繁に確認・取得できる

通信端末（非防水型）

隔測表示器（既設）

浸水センサ

電子式水道計器で使用する端子とは異なる
空き端子に浸水センサーを接続し、ON/OFF

状態を監視することで浸水を検知

電子式水道計器

電子式水道計器


